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1. 研修概要

2. カリキュラム

3. 研修スケジュール

4. 価格
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⚫多くのプロジェクトは、管理表や知識が不足しているから失敗するのではありま

せん。失敗の兆候に気づけなかった、気づいても致命傷かどうか判断できなかっ

た、判断しても必要な手を打てなかったことによって失敗します。

プロマネコースの目的（1/2）

この遅れは本当に
致命傷になるのか？

この課題は放置して
問題ないか？

誰にいつエスカレー
ションすべきか？

何を諦めて、何を守
るべきか？
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⚫本コースでは、PMBOK等の標準知識を土台にしながら、ケンブリッジが数多く

の変革プロジェクトで培ってきた実践知を用いて、プロジェクトの急所を見極め、

致命傷になる前に手を打てるPM/PMO人材を育成します。

• 目指すのは、ただ「正しいやり方を知ってる人」や「管理表を整える人」ではありません。

• プロジェクトをゴールまで到達させるために、必要な判断と介入ができる人材、つまり「プロ

ジェクトにおいてどこが致命傷なのかがわかり、実際に手を打てる人材」を育成するプログラ

ムです。

プロマネコースの目的（2/2）

プロジェクトは毎回状況が異なるため、
「これだけやればいい」「このタイミングでこれをやる」と明確に定義できません。

そのため、総量のタスクと意識・留意すべきことをお伝えします。
また「現場で初めて判断・実践」とならないように、

具体的なケーススタディで研修内で疑似体験を積みます。
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⚫プロジェクトマネジメントというと「完璧な地図」を求める印象がありますが、

本来は「運転技法」が求められます。

• 運転技法であるため、急所を見抜き致命傷を防ぐ「急所対応力」はベテランの経験や勘に頼る

のではなく、スキルとして鍛えることができます。

プロマネの本質は「運転技法」

網羅的・完璧な計画を立て、
それを正確に実行する

・計画遵守
・逸脱＝悪
・リスクは管理するもの

完璧な地図

不確実性や変動性を前提に、
危険を察知し、ハンドルを切っていく

・状況に合わせる
・変化＝当然
・未来を可視化する

運転技法
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⚫研修サービスの特徴に加え本プログラム独自の3つの特徴によって、的確に急所

を抑え、行動できるPMを育成します。

本コースの特徴

計画や管理ではなく、「PJの急所」を
見つけて対処すること。完璧な管理で
はなく、「PJを何とか成功させる」こ
とがプロマネの真髄です。
PJをゴールまで到達させるために必要
な介入を自発的にできる動的なプロマ
ネを育てます。

「成功のためにすべきこと」だけでは
なく「典型的な失敗要因を知り回避す
る」という考え方が不可欠です
「急所を掴み、手当すること」がPM
の肝になるため失敗するPJの要因を体
系的に学び、そこから、急所を見極め
る力を養います。

知識ではなく、行動できるように「体
感覚」を身に付けることに重点を置き
ます。
そのため多くのリアルなケースと、実
際のPJを組み合わせて、実際の動き方、
判断の仕方、匙加減を徹底的に刷り込
みます。

“計画と管理”ではなく、
“急所対応”に徹底フォーカス01 「PJを失敗させる55の罠」

で急所を見極める感覚を養う02 ケースと実PJで
体感覚を身に付ける03
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カリキュラム
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⚫全7回のカリキュラムを通して、管理者ではなく「成功請負人」を育てます。 

• 管理ではなく「不確実なプロジェクトをどう勝利に導くのか」がプロマネの要諦です。

⚫授業は1回あたり3時間、隔週開催で約4か月かけて実施します。

Day テーマ Before（受講前） After（受講後）

Day1-a：ノーミング 態勢を整える 受動的な姿勢 能動的に研修に向き合うことができる

Day1-b：全体像 常識を壊す PM＝「計画・進捗・管理を回す人」と思っている PM＝「急所を見極めて手当する人」に認識が変わる

Day2 ：俯瞰図 全体を掴む タスク単位・部分最適でしか見えない PJ全体を俯瞰し、急所が潜む構造を捉えられる

Day3-a：未来予測 未来を読む 問題が起きてから対応する 成功・失敗の未来から逆算し、急所を予測できる

Day3-b：及第点マネジ 着地を定める 理想主義で100点を追いかける PJ成立のラインを定め、PJ全体を成り立たせられる

Day4-a：把握 状態を見抜く 進捗・課題を表面的な数字でしか見れない 進捗・Scope・品質・人の実態から急所の兆候を捉えられる

Day4-b：判断 急所を絞る 目の前の課題を均等に処理してしまう 「放置したらまずい課題＝急所」に集中できる

Day5 ：実行 状況を変える 指摘・管理で終わる 現場の仕事を増やさず、急所に介入して状況を変える

Day6 ：卒業試験 回し続ける 知識はあるが動けない 「計画→把握→判断→実行」で急所対応を回し続けられる

Day7 ：サンセット 振り返り 学びが断片的で、学びを組織に持ち込めない 急所対応の型を言語化し、再現・展開できる

カリキュラムと狙い
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カリキュラム詳細（1a/7：ノーミング）

狙い 受講者の学びに対する状態を整える

主要アジェンダ
• 本コースを開催する背景、必要に迫られている背景
• 上司や人事部からの期待の確認

演習例
• 受講者自身の意気込み、期待、不安の表明と共有
• グラウンドルールの設定

授業資料
イメージ

宿題 • 上司とノーミング（期待値合わせ）を実施してくる
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カリキュラム詳細（1b/7：全体像）

狙い
• 成功するためのプロジェクトマネジメントの要諦を明らかにする。
• プロジェクトマネジメント運営の骨子を把握する。

主要アジェンダ
• なぜプロジェクトは失敗するのか
• プロジェクトマネジメントの本質
• PM／PMOの役割分担、心構え

演習例
• プロジェクトの失敗とは何か
• プロジェクトマネジメントとは何か

授業資料
イメージ

宿題
• 今日の学びを上司に報告し、共感できるか？組織としては受け入れられる考え方
か？を議論してくる。
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カリキュラム詳細（2/7：計画 俯瞰図）

狙い 急所を見つけるために、まず実現可能な「地図」を作れるようになる。

主要アジェンダ
• プロジェクトマネジメントマップで俯瞰する
• ロードマップ
• アプローチ図

演習例
• 実際のプロジェクトで各要素の状態をチェック
• アプローチ図を描き、クリティカルパスを押さえよ
• マルチベンダーの計画の整合性を指摘せよ

授業資料
イメージ

宿題 • 実際のプロジェクトで「プロジェクトマップ」と「ロードマップ」を作成する
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カリキュラム詳細（3a/7：計画 未来予測）

狙い
急所を見つけるために必要な「先読み」について、何をするのか・どうやればよいの
かを理解する。

主要アジェンダ
• プロジェクトストーリー
• 55の罠でリスクを読み解く

演習例
• 「プロジェクトを失敗させる55の罠」から、今回ハマりそうな罠を選ぶ
• プロジェクトストーリーを描く

授業資料
イメージ

宿題
• 過去の失敗PJを一つ取り上げて、罠の状態を図解する。
• 実際のプロジェクトをテーマに「プロジェクトストーリー」を作成する
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カリキュラム詳細（3b/7：計画 及第点マネジメント）

狙い
「プロジェクトが成立する条件」「どのラインを割ったら失敗なのか」を定めておき
たい。

主要アジェンダ
• 及第点マネジメントとは
• 及第点の設定

演習例 • 実際のプロジェクトをテーマに「及第点」を設定してみる

授業資料
イメージ

宿題 • 実際のプロジェクトをテーマに「及第点一覧」を仕上げる。
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カリキュラム詳細（4a/7：把握）

狙い プロジェクトの急所を探す上で重要となる「把握」で何をすべきかを理解する。

主要アジェンダ
• 把握の目的
• 進捗報告フォーマット
• 把握で押さえる4要素

演習例
• 進捗報告フォーマットに質問をぶつける
• レビュー結果「特に指摘なし」に対応する

授業資料
イメージ

宿題
• 実際のプロジェクトの進捗定例会に複数回参加し、「把握」が十分できているか評
価する。また、本来ならどのような質問、確認をすべきか考えてくる。
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カリキュラム詳細（4b/7：判断）

狙い 動くのか？放置するのか？の「判断」のポイントを身に着ける。

主要アジェンダ
• 判断ミスの実態
• 「急所度」で判断する
• 急所度判断フローチャート

演習例 判断チャートを使ってみる

授業資料
イメージ

宿題
• 今日の学びを上司に報告し、共感できるか？組織としては受け入れられる考え方

か？を議論してくる
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カリキュラム詳細（5/7：実行）

狙い
判断した内容をチームに落とし込み、適切な「介入」と横串課題の解消を通じてプロ
ジェクトを前に進める動き方を理解する。

主要アジェンダ
• 5種類の介入パターン
• 介入判断フローチャート

演習例
• 現場の時間を奪わない介入を考えよう
• ケースによる総合演習

授業資料
イメージ

宿題
• 今日の学びを上司に報告し、共感できるか？組織としては受け入れられる考え方
か？を議論してくる。
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カリキュラム詳細（6/7：卒業試験）

狙い これまで学んできたことを総合的に用いて、現時点の到達点を知る

卒業試験の内容

【課題1】実際のプロジェクトに対して、4種の資料を作成する。
• プロジェクトマップ（プロジェクトの構造理解）
• プロジェクトロードマップ＋一部のアプローチ図（計画の精度）
• プロジェクトストーリー（急所の言語化、見立て）
• 及第点一覧

【課題2】PJオーナーに対して「今回のプロマネの肝」をプレゼンする。
• オーナー役の講師が質問しますので、応答をお願いします。

【課題3】プレゼンの場で、問題が発生したことを告げます。
• その場で、把握→判断→実行プランを出していただきます。

• 把握：どのように状況を捉えにいくか？（アクションは的確か？）
• 判断：影響をどのように判断するか？急所になりうるか？（見立ては的確か？）
• 判断：放置するのか、手を打つのか？（判断は的確か？）
• 実行：何をして、何を諦めるのか？（打ち手は具体的か？トレードオフは適切か？）

宿題 自社のプロマネに関して、改善案を提示する。
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⚫研修を受けっぱなしにしないためにも「卒業試験」というカリキュラムを設け、

学んだ内容を総合して、実践していただきます。

• 試験は講師が試験官となり、前頁の3つの課題を実施し「合格（秀・優・良・可）/保留」の5段

階で評価します。

• 保留の場合はフィードバック内容をベースに追加の課題を実施いただきます。

⚫卒業試験は、講師だけでなく全受講生/オブザーバーの前で実施いただきます。

• 試験を見学している受講生からもフィードバックや質問をいただく形になっているため、他者

の報告を通じて一つのケースを学んでいただきます。

卒業試験の目的と実施方法
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⚫卒業試験結果に対しては評価シート作成し、各受講生にお渡しすることで、満た

している部分、足りていない部分などを客観的に確認いただきます。

【参考】評価について

SAMPLE
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カリキュラム詳細（7/7：サンセット）

狙い これまでの学びを最大限に引き出し、自組織に定着させる一押しを生み出す

主要アジェンダ
• サンセット
• 合格発表と卒業認定

演習例
• どのようにして自社の業務に取り入れるべきか？
• 良かった点、悪かった点、お互いへのFB

授業資料
イメージ

宿題
普段のプロジェクトでの対応を調査し、どの程度差があるのか明らかにし、自社で取
り入れられそうなことを整理する。
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研修スケジュール
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⚫ スケジュール：2026年11月～2027年3月の約5ヶ月間/授業は1回3時間の隔週木曜日14-17時（最後は水曜）

• 卒業試験前は試験対応用に4週間の間隔を開けています。また、3/17を予備日としています。

⚫ 場所：ケンブリッジオフィス（赤坂）

実施要項 –プロマネコース（2026年11月期）-

予備日

【凡例】 ：研修実施日

第1回

ノーミング＋全体像
※懇親会実施予定

第2回

計画：俯瞰図

第3回

計画：未来予測、及第点マネ
ジメント

※懇親会実施予定

第4回

把握・判断

第5回

実行

第6回

卒業試験

第7回

サンセット
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【凡例】
：工数の目安

⚫『予習→授業→復習と自社での実践課題』のサイクルを、2週間で1回、合計7回まわし、

学んだノウハウを使いこなせる状態を目指します。

• 週あたり約4時間の稼働を想定しています。

【参考】研修サイクルとおおよその時間

予習

授業

（対面）

復習と

自社での

実践課題

3h

2h

3h

2週間で1サイクル

×11回
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価格
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⚫プロマネコースの価格（税別）

• 40万円/人 ※初回特別価格

⚫充実のサービス

• ケンブリッジ独自の方法論を体系的に学ぶ

• 徹底的な演習（各コース50回以上）を通して実践力がつく

• 受講期間中（約5ヶ月間）はいつでも現役コンサルタントに質問できる

• 上司はすべての授業の参観ができ社内定着の後押しができる

• トレーニング資料（各コース500頁以上）を社内に共有できる

価格表とサービス内容
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https://www.ctp.co.jp/

https://www.youtube.com/@ctpchannel
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